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※製品改良のため仕様は予告なく変更することがあります。 ※製品改良のため仕様は予告なく変更することがあります。
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アンカー・ガイド
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

配管適用例
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 

口径 A(B)
L3(m)

1.03 MPa 2.07 MPa
(150 PSI) (300 PSI)

80(3) 6.5 4.5
100(4) 9.0 6.7
125(5) 11.0 8.0
150(6) 12.0 8.5
200(8) 15.0 11.0

250(10) 19.0 13.5
300(12) 20.5 14.5
350(14) 21.5 15.0
400(16) 23.5 17.0
450(18) 26.5 18.5
500(20) 28.0 20.0
600(24) 32.0 22.5
750(30) 36.0 25.5
900(36) 41.0 29.0

1050(42) 46.0 32.5
1200(48) 48.5 34.5
1350(54) 52.0 37.0
1500(60) 54.5 39.0
1650(66) 58.0 40.5
1800(72) 61.0 43.0

アンカー・ガイドについて
伸縮管継手を適正に機能（性能を確保）させる為、主アンカーを設置する必要があります。

①	閉止板を設けた直線配管の端末部には主アンカーを設置する。
②	流れ方向が変化する曲管部には主アンカーを設置する。
③	同一の直線配管に据付けられた異なる寸法の２つの伸縮管継手の間には主アンカーを設置する。
④	２つの伸縮管継手との間の配管部にバルブを設ける箇所には主アンカーを設置する。
⑤	拘束されていない伸縮管継手を含む分岐配管の主配管の入口部に主アンカーを設置する。
⑥	主アンカーの間に伸縮管継手を２個以上使用する場合は、それぞれの継手の中間に中間アンカーを設置する。
⑦	伸縮管継手と配管を正しく芯合せし、伸縮管継手に適正な動きが確実に伝わる様、パイプガイドを設置する。
※番号はP25 のアンカー設置図の位置を示します

ガイドの設置基準（推奨値）について
主アンカー（MA）：伸縮管継手は主アンカー（固定点）の近くに設置する。

L1：ベローズから第1ガイド（G1）までの最大間隔距離は、パイプ外径の４倍とする。
L2：第1ガイド（G1）から第2ガイド（G2）までの最大間隔距離は、パイプ外径の14倍とする。
L3：第2ガイド以降のガイド（G）の最大間隔距離は、表の数値とする。

計算例

配管口径：150A（165.2mm）
設計圧力：1.0MPa

L1の最大間隔距離：165.2mm×4＝660.8mm
L2の最大間隔距離：165.2mm×14＝2312.8mm
L3の最大間隔距離：右表より12.0m

L1≦4D
L2≦14D

パイプガイドの間隔

D: ���Ž��
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主アンカー（MA）に作用する荷重
「閉止板を設けた直線配管の端末部」、及び
「拘束されていない伸縮管継手を含む分岐配管の
主配管の入口部」の主アンカーに作用する荷重は
次式による。（アンカー・ガイドの①,⑤項参照）

FMA=FS＋FM＋FG

「同一の直線配管に据付けられた異なる寸法の
２つの伸縮管継手の間」の主アンカーに作用する
荷重は次式による。（アンカー・ガイドの③参照）

FMA=(FS1＋FM1＋FG1)－(FS2＋FM2＋FG2)

「流れ方向が変化する曲管部」の主アンカーに
作用する荷重は、次式による。（θ=90°の場合）
（アンカー・ガイドの②参照）

FMB=(FMA1＋FMA2)sin
��
�µ
��

＋Ft
※ FMA1=FMA2

中間アンカー（IA）に作用する荷重
中間アンカーに作用する荷重は、上流側又は下流側の
いずれか一方から作用する荷重とし、次式の大きい
値を採用する。（アンカー・ガイドの⑥参照）

FIA=FM1＋FG1（上流側）、FIA=FM2＋FG2（下流側）

FMA：直管部主アンカーに作用する荷重

FS：伸縮管継手の内圧力による静的推力(N)　FS=aP

a：ベローズの有効断面積(mm2)

P：設計圧力(MPa)

FM：ベローズのばね反力(N)

FG：パイプガイドの摩擦力(N)

FMB：曲管部の主アンカーに作用する荷重(N)

Ft：管内流速による遠心力(N)　2APρν2SIN�� /2

AP：管内系の断面積(mm2)

ρ：管内流体の密度(kg/m3)

ν：管内流体の流速(m/sec)

θ：曲管の角度(° )

伸縮管継手（単式）

伸縮管継手（複式）

M A :主アンカー

IA :中間アンカー

G :パイプガイド

レジューサ

MA

IA

G

※番号はP24 の”アンカー
ガイドについて”の説明文の
番号を示します
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※製品改良のため仕様は予告なく変更することがあります。 ※製品改良のため仕様は予告なく変更することがあります。

フランジの基本寸法
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

呼び圧力 5K フランジの基本寸法 (JIS B 2220) 

口径
(A)

適用する
鋼管の外径

フランジの外径
D

フランジの各部寸法 ボルト穴 ボルトの
ねじの呼びT t 径 g 中心円の径 C 数 径 h

10 17.3 75 9 1 39 55 4 12 M10
15 21.7 80 9 1 44 60 4 12 M10
20 27.2 85 10 1 49 65 4 12 M10

25 34.0 95 10 1 59 75 4 12 M10
32 42.7 115 12 2 70 90 4 15 M12
40 48.6 120 12 2 75 95 4 15 M12

50 60.5 130 14 2 85 105 4 15 M12
65 76.3 155 14 2 110 130 4 15 M12
80 89.1 180 14 2 121 145 4 19 M16

(90) 101.6 190 14 2 131 155 4 19 M16
100 114.3 200 16 2 141 165 8 19 M16
125 139.8 235 16 2 176 200 8 19 M16

150 165.2 265 18 2 206 230 8 19 M16
(175) 190.7 300 18 2 232 260 8 23 M20

200 216.3 320 20 2 252 280 8 23 M20

(225) 241.8 345 20 2 277 305 12 23 M20
250 267.4 385 22 2 317 345 12 23 M20
300 318.5 430 22 3 360 390 12 23 M20

350 355.6 480 24 3 403 435 12 25 M22
400 406.4 540 24 3 463 495 16 25 M22
450 457.2 605 24 3 523 555 16 25 M22

500 508.0 655 24 3 573 605 20 25 M22
(550) 558.8 720 26 3 630 665 20 27 M24

600 609.6 770 26 3 680 715 20 27 M24

(650) 660.4 825 26 3 735 770 24 27 M24
700 711.2 875 26 3 785 820 24 27 M24

(750) 762.0 945 28 3 840 880 24 33 M30

800 812.8 995 28 3 890 930 24 33 M30
(850) 863.6 1045 28 3 940 980 24 33 M30

900 914.4 1095 30 3 990 1030 24 33 M30

1000 1016.0 1195 32 3 1090 1130 28 33 M30
(1100) 1117.6 1305 32 3 1200 1240 28 33 M30

1200 1219.2 1420 34 3 1305 1350 32 33 M30

1350 1371.6 1575 34 3 1460 1505 32 33 M30
1500 1524.0 1730 36 3 1615 1660 36 33 M30

本表は、フランジ規格の代表例としてJIS B 2220-2012に基づくフランジの主要寸法を記しています。他のフランジ規格での製作も可能です。

単位：mm

呼び圧力 10K 並形フランジの基準寸法 (JIS B 2220) 

口径
(A)

適用する
鋼管の外径

フランジの外径
D

フランジの各部寸法 ボルト穴 ボルトの
ねじの呼びT t 径 g 中心円の径 C 数 径 h

10 17.3 90 12 1 46 65 4 15 M12
15 21.7 95 12 1 51 70 4 15 M12
20 27.2 100 14 1 56 75 4 15 M12

25 34.0 125 14 1 67 90 4 19 M16
32 42.7 135 16 2 76 100 4 19 M16
40 48.6 140 16 2 81 105 4 19 M16

50 60.5 155 16 2 96 120 4 19 M16
65 76.3 175 18 2 116 140 4 19 M16
80 89.1 185 18 2 126 150 8 19 M16

(90) 101.6 195 18 2 136 160 8 19 M16
100 114.3 210 18 2 151 175 8 19 M16
125 139.8 250 20 2 182 210 8 23 M20

150 165.2 280 22 2 212 240 8 23 M20
(175) 190.7 305 22 2 237 265 12 23 M20

200 216.3 330 22 2 262 290 12 23 M20

(225) 241.8 350 22 2 282 310 12 23 M20
250 267.4 400 24 2 324 355 12 25 M22
300 318.5 445 24 3 368 400 16 25 M22

350 355.6 490 26 3 413 445 16 25 M22
400 406.4 560 28 3 475 510 16 27 M24
450 457.2 620 30 3 530 565 20 27 M24

500 508.0 675 30 3 585 620 20 27 M24
(550) 558.8 745 32 3 640 680 20 33 M30

600 609.6 795 32 3 690 730 24 33 M30

(650) 660.4 845 34 3 740 780 24 33 M30
700 711.2 905 34 3 800 840 24 33 M30

(750) 762.0 970 36 3 855 900 24 33 M30

800 812.8 1020 36 3 905 950 28 33 M30
(850) 863.6 1070 36 3 955 1000 28 33 M30

900 914.4 1120 38 3 1005 1050 28 33 M30

1000 1016.0 1235 40 3 1110 1160 28 39 M36
(1100) 1117.6 1345 42 3 1220 1270 28 39 M36

1200 1219.2 1465 44 3 1325 1380 32 39 M36

1350 1371.6 1630 48 3 1480 1540 36 45 M42
1500 1524.0 1795 50 3 1635 1700 40 45 M42

単位：mm

呼び圧力 20K フランジの基準寸法 (JIS B 2220) 

口径
(A)

適用する
鋼管の外径

フランジの外径
D

フランジの各部寸法 ボルト穴 ボルトの
ねじの呼びT t 径 g 中心円の径 C 数 径 h

10 17.3 90 14 1 46 65 4 15 M12
15 21.7 95 14 1 51 70 4 15 M12
20 27.2 100 16 1 56 75 4 15 M12

25 34.0 125 16 1 67 90 4 19 M16
32 42.7 135 18 2 76 100 4 19 M16
40 48.6 140 18 2 81 105 4 19 M16

50 60.5 155 18 2 96 120 8 19 M16
65 76.3 175 20 2 116 140 8 19 M16
80 89.1 200 22 2 132 160 8 23 M20

(90) 101.6 210 24 2 145 170 8 23 M20
100 114.3 225 24 2 160 185 8 23 M20
125 139.8 270 26 2 195 225 8 25 M22

150 165.2 305 28 2 230 260 12 25 M22
200 216.3 350 30 2 275 305 12 25 M22
250 267.4 430 34 2 345 380 12 27 M24

300 318.5 480 36 3 395 430 16 27 M24
350 355.6 540 40 3 440 480 16 33 M30×3
400 406.4 605 46 3 495 540 16 33 M30×3

450 457.2 675 48 3 560 605 20 33 M30×3
500 508.0 730 50 3 615 660 20 33 M30×3

(550) 558.8 795 52 3 670 720 20 39 M36×3

600 609.6 845 54 3 720 770 24 39 M36×3
(650) 660.4 945 60 5 790 850 24 48 M45×3

700 711.2 995 64 5 840 900 24 48 M45×3

(750) 762.0 1080 68 5 900 970 24 56 M52×3
800 812.8 1140 72 5 960 1030 24 56 M52×3

(850) 863.6 1200 74 5 1020 1090 24 56 M52×3

900 914.4 1250 76 5 1070 1140 28 56 M52×3

単位：mm
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※製品改良のため仕様は予告なく変更することがあります。 ※製品改良のため仕様は予告なく変更することがあります。

フランジの基本寸法
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

飽和蒸気とパイプの伸びの表
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

JPI クラス 150 スリップオン　フランジの基本寸法 (JPI-7S-15) 

口径
(A)

適用する
鋼管の外径

フランジの外径
O

フランジの各部寸法 ボルト穴 ボルトの
ねじの呼びY1 Q R 中心円の径 C 数 N 径 d

15 21.7 90 14 9.6 34.9 60.3 4 16 M14

20 27.2 100 14 11.2 42.9 69.9 4 16 M14

25 34.0 110 16 12.7 50.8 76.4 4 16 M14

32 42.7 115 19 14.3 63.5 88.9 4 16 M14

40 48.6 125 21 15.9 73.0 98.4 4 16 M14

50 60.5 150 24 17.5 92.1 120.7 4 19 M16

65 76.3 180 27 20.7 104.8 139.7 4 19 M16

80 89.1 190 29 22.3 127.0 152.4 4 19 M16

100 114.3 230 32 22.3 157.2 190.5 8 19 M16

125 139.8 255 35 22.3 185.7 215.9 8 22 M20

150 165.2 280 38 23.9 215.9 241.3 8 22 M20

200 216.3 345 43 27.0 269.9 298.5 8 22 M20

250 267.4 405 48 28.6 323.8 362.0 12 26 M24

300 318.5 485 54 30.2 381.0 431.8 12 26 M24

350 355.6 535 56 33.4 412.8 476.3 12 29 M27

400 406.4 595 62 35.0 469.9 539.8 16 29 M27

450 457.2 635 67 38.1 533.4 577.9 16 32 M30

500 508.0 700 71 41.3 584.2 635.0 20 32 M30

600 609.6 815 81 46.1 692.2 749.3 20 35 M30

単位：mm

JPI クラス 300 スリップオン　フランジの基本寸法 (JPI-7S-15) 

口径
(A)

適用する
鋼管の外径

フランジの外径
O

フランジの各部寸法 ボルト穴 ボルトの
ねじの呼びY1 Q R 中心円の径 C 数 N 径 d

15 21.7 95 21 12.7 34.9 66.7 4 16 M14

20 27.2 115 24 14.3 42.9 82.6 4 19 M16

25 34.0 125 25 15.9 50.8 88.9 4 19 M16

32 42.7 135 25 17.5 63.5 98.4 4 19 M16

40 48.6 155 29 19.1 73.0 114.3 4 22 M20

50 60.5 165 32 20.7 92.1 127.0 8 19 M16

65 76.3 190 37 23.9 104.8 149.2 8 22 M20

80 89.1 210 41 27.0 127.0 168.3 8 22 M20

100 114.3 255 46 30.2 157.2 200.0 8 22 M20

125 139.8 280 49 33.4 185.7 235.0 8 22 M20

150 165.2 320 51 35.0 215.9 269.9 12 22 M20

200 216.3 380 60 39.7 269.9 330.2 12 26 M24

250 267.4 445 65 46.1 323.8 387.4 16 29 M27

300 318.5 520 71 49.3 381.0 450.8 16 32 M30

350 355.6 585 75 52.4 412.8 514.4 20 32 M30

400 406.4 650 81 55.6 469.9 571.5 20 35 M33

450 457.2 710 87 58.6 533.4 628.6 24 35 M33

500 508.0 755 94 62.0 584.2 685.8 24 35 M33

600 609.6 915 105 68.3 692.2 812.8 24 42 M39

本表は、フランジ規格の代表例としてJPI-7S-15-2005に基づくスリップオンフランジの主要寸法を記しています。他のフランジ規格での製作も可能です。

単位：mm
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１.ベローズは薄板です
伸縮管継手に使用されているベローズはステンレス鋼の薄板
ですので、運搬、取付、溶接等の作業で傷を付けない様に充
分注意して下さい。

４.溶接作業時等の注意
１）.　ベローズはアークストライクには非常に弱いので、溶接
作業中にベローズの近くにアースを取って下さい。又、ベロー
ズで通電試験をすることは絶対に避けて下さい。

２）.　溶接及びグラインダー作業等による火花がベローズに
絶対にかからない様に注意して下さい。やむをえずベローズの
近くで作業する場合は、必ずベローズを保護してから作業して
下さい。

３.流れ方向
流れ方向の指示がある場合は、必ずその指示に従って取付け
て下さい。

２.セットボルトの取り外し
セットボルト（黄色に塗装）は取付前、取付中に緩めたり取外
す事は絶対に避けて下さい。アンカーがしっかりした状態に
なってから、セットボルトをスパナを使用し全数取外して下さ
い。

※製品改良のため仕様は予告なく変更することがあります。 ※製品改良のため仕様は予告なく変更することがあります。

伸縮管継手の取扱い注意事項
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

伸縮継手データシート
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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